
(6) 

金
丸
氏
著
書
、
徳
之
島
も
紹
介

日
『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
引
き
出
す
力
』

煤
こ

徳

之

島
】
食
環
境
ジ
ポ
l
ト
し
た
も
の
。
か
ら
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

一ャ

l
ナ
リ
ス
ト
、
食
総
合
同
書
の
「
ま
え
が
き
に
伝
統
的
な
食
生
活
の
見
直

畑
一
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
金
丸
弘
か
え
て
」
で
は
、
「
長
寿
し
、
島
全
体
の
食
育
と
健

日
一
美
氏
の
新
著

『地
域
ブ
ラ
の
島
に
も
短
命
の
兆
し
」
康
推
進
を
広
げ
る
活
動
に

下
一
ン
ド
を
引
き
出
す
力
ト
と
題
し
、
夫
人
の
実
家
で
、
発
展
し
た
と
し
て
い
る
。

洋一

l
タ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
夫
人
と
子
ど
も
た
ち
が
8

ま
た
「
食
を
考
え
る
こ

成
一
が
田
舎
を
変
え
る
!
』
年
聞
を
過
ご
し
た
徳
之
島
と
は
人
生
を
考
え
る
こ

押
一(
合
同
出
版
)
が
昔
、
の
こ
と
を
紹
介
。
食
生
活
と
」
と
し
、
そ
の
た
め
に

け
一
刊
行
さ
れ
る
。
地
域
再
生
の
激
変
な
ど
に
よ
り
、
健
「
食
の
現
場
を
知
る
」
「
食

引
一
を
支
援
す
る
著
者
が
、

3
康
調
査
で
は
、
若
い
世
代
を
選
択
で
き
る
力
を
養

2
一年
を
か
け
て
活
力
あ
る
各
に
生
活
習
慣
病
が
広
が
う
」
「食
の
環
境
に
目
を
配

一地
を
巡
り
、
新
し
い
価
値
り
、
早
世
と
な
っ
て
い
る
る
」必
要
性
を
強
調
す
る
。

を
生
み
出
し
た
田
舎
を
レ
と
い
う
結
果
が
出
た
こ
と
本
編
で
は
、
日
本
全
国

一2
日
目
、
魁
皇
は
豪
栄
道
一
た
。

一こ
寄
っ
羽
う
れ
て
蓮
攻
ス

議
問
dv

O 

各
地
や
イ
ギ
リ
ス
、
フ
う
さ
れ
て
い
る
。

ン
ス
に
お
け
る
、
地
域
に
金
丸
氏
は
、
こ
の
著
書

根
ざ
し
た
「
食
」
に
関
す
の
テ
l
マ
を
「
健
康
な
来

る
様
々
な
取
り
組
み
を
レ
来
を
子
ど
も
た
ち
に
手
渡

ポ
l
ト
。
少
子
高
齢
化
が
す
こ
と
」
と
し
て
お
り
、

進
む
小
さ
な
「
田
舎
」
で
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
各
地

も
、
新
し
い
価
値
を
生
み
の
取
り
組
み
は
、
奄
美
で

出
す
こ
と
に
よ
り
、
活
力
も
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

あ
る
地
域
に
生
ま
れ
変
わ
四
六
版

・
2
0
8
ml。

る
事
例
が
、
具
体
的
に
示
定
価
1
4
0
0円。

唱

3
5
2
11111
i
i
v

志晶
!

…割元〔ローカル)から
イン宮町ナショナルへ

プロテi~_.スの善し:慈しで
過織も高崎化もなんのその

金
丸
弘
美
氏
の
新
著

『地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
引
き

出
す
力
ト
ー
タ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
田
舎

を
変
え
る
!
』

サンガ被5~t蜘マ1、治姻の

一

り

は

日

に

日

に

増

し

、

一

高

見

盛

一

一
「
焦
り
は
な
い
け
ど
、
周
一
富
士
東
(
寄
り
切
り
)
一

!区

コえ


